
48 甘味資源作物生産支援対策
【９，６４０（８，１４６）百万円】

対策のポイント
甘味資源作物生産者及び国内産糖製造事業者の経営の安定並びに砂糖の安

定供給を図るとともに、さとうきびの自然災害からの回復や増産に向けた取
組に対して支援します。

＜背景／課題＞
・国内産糖と輸入糖にある内外コスト格差の是正のため、甘味資源作物生産者及び国内

産糖製造事業者に対して交付金を交付し、経営の安定、砂糖の安定供給の確保を図る
ことが必要です。

・また、沖縄県、鹿児島県南西諸島の基幹作物であるさとうきびは、近年、台風や干ば
つ等の自然災害により不作が続いていることから、自然災害からの回復に向けた取組
や地力増強など生産安定化の取組に対して支援することが必要です。

政策目標
○てん菜の生産量を増加

（344万トン（平成25年度）→368万トン（平成37年度））
○さとうきびの生産量を増加

（119万トン（平成25年度）→153万トン（平成37年度））
○国内産糖の安定的な供給

（69万トン（平成25年度）→80万トン（平成37年度））

＜主な内容＞

１．甘味資源作物・国内産糖調整交付金 ８，６０２（８，１０８）百万円
国内産糖と輸入糖にある内外コスト格差を調整するため、（独）農畜産業振興機構

が甘味資源作物生産者及び国内産糖製造事業者に交付する甘味資源作物交付金及び国
内産糖交付金の一部に相当する金額を同機構に交付します。

補助率：定額

事業実施主体：（独）農畜産業振興機構

２．さとうきび及びでん粉原料用かんしょ経営安定対策推進事業
３８（３８）百万円

さとうきび及びでん粉原料用かんしょに係る生産者交付金の交付申請を円滑に行う
ため、代理申請者の申請・支払事務経費への支援を行います。

補助率：定額

事業実施主体：生産者団体等

３．甘味資源作物安定生産体制確立事業［新規］ １，０００（－）百万円
地域ごとの「さとうきび増産プロジェクト」に定めた取組のうち、地力の増進など

特に重要な取組を支援するとともに、台風、干ばつ、病害虫発生等の自然災害からの
回復に向けた取組を支援します。

補助率：定額

事業実施主体：生産者団体等

［お問い合わせ先：生産局地域作物課 （０３－３５０１－３８１４）］

［平成28年度予算概算要求の概要］



甘味資源作物安定生産体制確立事業（新規）

○ さとうきびは、近年、台風や干ばつ等の自然災害により不作が続いており、「増産」に向けた取組
が必須であるため、平成２７年に島が主体となって「さとうきび増産プロジェクト」を改定し、この中
で、島ごとの課題や生産目標、達成に向けた取組計画を明示。

○ この計画を着実に推進するため、増産プロジェクトに定めた取組のうち地域における特に重要な
取組に対して支援を行うとともに、自然災害からの回復に向けた取組に対して支援を行うことで、
さとうきびの「増産」を確実なものとし、これらの取組を通じて新たな食料・農業・農村基本計画にお
ける生産努力目標の達成を目指す。
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○自然災害等に強い生産体制の構築

・畑地かんがいの推進、交信かく乱フェロモン剤
の活用等による総合防除の推進、島毎の自然条
件等に応じた作型の選択・組合せの実現

生産努力目標

年度 平成25年度 平成37年度

生産量 119万ｔ 153万ｔ

新たな食料・農業・農村基本計画

＜内容＞
○島ごとの主な課題
○増産に向けた生産目標
○目標達成に向けた取組計画（技術対策等）

島ごとの増産プロジェクトの改定

○ 食料・農業・農村基本計画の生産努力目標を達成
さとうきび生産量を増加（119万トン（25年度）→153万トン（37年度））

増産プロジェクトに定めた特に重要な取組に対して支援

＜取組例＞
○新たな品種の導入
○たい肥等による地力の増進
○交信かく乱フェロモン剤の活用 等

さとうきび増産推進支援

さとうきび増産基金

自然災害被害対策

工場対策
（自然災害影響緩和対策）

自然災害 主な対策

干ばつ ・かん水

台風
・除塩（散水）
・苗の補植、改植

病害虫 ・病害虫防除

その他の災害
（災害の内容に応じた対策）
・株出管理作業
・苗の確保 等

【平成28年度予算概算要求額：１０（－）億円】


